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〈研 究ノー ト〉

フェー ダ教 区 にお け る農民 農場 の耕 地 面積1775～1874年

佐 藤 睦 朗
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1.は じ め に

近代 スウェーデ ン農村 史研究 において,農 民層の農場所有 ・経営規模 をはかる 目安の一つ に,

課税単位基準であるマ ンタール(manta1)の 数値があ る。 だが,前 稿で指摘 した とお り,す で に

18世 紀 には村落問でのマ ンタールあた りの農地面積 や生産性 に差異 があったことに加 え,そ の

後 の開墾の進行 に よって,そ の差異 が拡大す る傾向 にあった(1)。このため,19世 紀 を対象 とし

た実 証研 究 で は,マ ン ター ル で は な く,1810年 以 降 に ほ ぼ毎 年 作 成 され た 『徴 税 台 帳』

(taxeringsl加gd:図1)の 課税評価額 に基づ いて,農 民層の所有 ・経営規模 を分類す るこ とも少 な

くな く,筆 者 も前稿 において,こ の方法 を用 いて,大 農場,中 農場,小 農場,零 細農場 の4つ に

分類 したうえで農場分割 に関する分析 を行 った(2)。ただ し,『徴税 台帳』には各農場の農地面積

に関す る記述 はないため,規 模別の耕地面積 を具体的 に提示することはで きなかった。そこで本

稿では,前 稿の補論 として,農 地面積が記載 された史料 を用いて,フ ェーダ教区における階層別

の農民農場 の耕地面積 について考察す ることにしたい。 これは,こ の教区にお ける農民層の農場

経営 を把握す るための基礎的な調査 であ る。

また,こ うした農民農場の耕地面積 に関す る実証研究 は,近 年のスウェーデ ン農村 史研究の動

向 との関連において,次 の ような意義 をもつ と思 われる。スウェーデ ン史において 「農業革命」

(agrararevolution)と 呼 ば れ る,18世 紀 か ら19世 紀 に か け て 進 行 した農 業 の発 展 につ い て

は,1990年 代後 半か ら急速 に研 究蓄積が進んでいる(3)。そ こでは,一 村 落や一農場 に焦点 をあ

てた微視的な実証分析 によって,高 い水準 の研究成果が得 られている(4)。本稿 の分析 も,こ のよ

うな研 究動向に ささやか なが ら貢献がで きるのではないか と考 える。

本稿 では,18世 紀 後半 に第一次 の土地整 理(jordskifte:エ ンクロージャー)で あ る大農地 分合

(storskifte)が実施 され,か つ19世 紀前半に も,第 二次 の一筆農地分合(enskifte)な い しは第三次
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『徴税台帳』(1841年)図1
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の法 定 農地 分合(lagaskifte)が 実 施 された7村 落(表1)を 調査 対象 とす る(5)。 大農場 か ら零細 農

場 まで の4区 分 方 法 は,前 稿 で提 示 した1820年 か ら75年 まで の基 準(表2)を 用 い るが,1809

年以 前 に は 「徴 税 台 帳』 が ない た め,18世 紀 後 半 につ いて は,各 村 で の1820年 代 の マ ン ター ル

と課税 評 価 額 を照合 した うえで,マ ンター ル を基 準 と して 階層 区分 を行 った。 全 般 的 には,1/2

マ ン タール 以 上 が大 農 場,1/4マ ン ター ル以 上,1/2マ ン ター ル未 満 が 中 農場,1/8マ ン ター ル

以 上,1/4マ ン ター ル 未満 が小 農 場,1/8マ ン ター ル未 満 が 零細 農 場 とな った が,リ ッラ ・ゴー

ラ村 と トル ベ ル ガ村 で は,1/4マ ン ター ル農 場 は1820年 代 の 課税 評 価 額 で小 農場 に対 応 す る こ

とか ら,18世 紀 後 半 の1/4マ ンター ル農場 も小 農 場 に分 類 した。

表1本 稿で分析対象となる7村 落の土地整理の実施年

村落名
地域

区分
mantal 大農地分合の実施年

一筆農地分合ないしは

法定農地分合の実施年

ア ー ラ ル ブ(Alarp) 中間 1/4 1797年 1843年(1s)

デ ー メ ス トル プ(Domestorp) 平野 1 1776年 1829年(1s)

リ ッ ラ ・ゴ ー ラ(LillaGana) 中間 1/2 1797年 1830年(1s)

オ ー ル ン ダ(Orlunda) 平野 5/2 1775年 1842年(1s)

シ ー ク テ ブ(Siktebo) 中間 1 1785年 1824年(es)

ス コー レブ(Skalebo) 中間 1/2 1791年 1839年(ls)

トル ベ ル ガ(Torrberga) 平野 5/2 1777年 1818年(es)

注1)es:一 筆農地分合(enskifte)ls:法 定農地分合(lagaskifte)

注2)「 平野」:教 区北 部の平野部 にあ る村,「 中間」:教 区南部 の中間地帯 にある村。

注3)ア ーラルプ村 については,ア ー ロルプ(湘orp)と 記載 され る場合 もある。

表2本 稿における農場規模別の課税評価額

1820～61年 1862～75年

大農場 2000rdr以 上 10000rdr以 上

中農場 10001999rdr 50009999rdr

小農場 500999rdr 25004999rdr

零細農場 500rdr未 満 2500rdr未 満

注)rdr=リ ク ス ダー レル(1872年 まで),73年 以 降 は ク ロー ノ ル(kr)に 変 更 。

皿.史 料 と調査方 法

本稿 で は,エ ス テ ル イ ェー トラ ン ド県測 地 局事務 所(LantmaterikontoretiOstergotland)に 所 蔵 さ

れ て い る土 地 整理 の文 書(6)と,1874年 に フ ェー ダ教 区 で実 施 され た土 地 利 用 調査 の 結果 が掲 載

され てい る 「ハ ー ネ シ ン ド(Hanekind)郡 の地 図 に関連 した記 述 』(7)に 依 拠 して耕 地 面積 を分析

した。 前 者 の 土 地 整 理 関連 史料 で は,農 場 別 に耕 地(aker)や 採 草 地(ang),周 柵 放 牧 地(hage

mark),泥 沼 地(mosse)な どの面 積 が 記載 され てい る こ とか ら,各 農 場 の耕 地 面積 をほ ぼ正 確 に
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把握 す る こ とが で きる(図2～3)(8)。

図2土 地整備(一 筆農地分合)史 料=シ ークテブ村(1824年)
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図3土 地整備(法 定農地分合)史 料:デ ーメス トルプ村(1829年)
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これ に対 して,後 者の 『ハーネシン ド郡の地図に関連 した記述』(図4)で は,農 場単位 ではな

く,村 別に農地面積が記載 されているため,以 下のような方法で各農民農場 の耕地面積 を推定 し

た。 まず,村 落全体の耕地面積 には,農 場以外に もマ ンタールの指定 を受けていない建物の耕地

も含 まれていることか ら,こ れ らの推定耕地面積 を除いたものを村 落内の農場の耕地面積 とみな

した。具体 的 には,農 場以外 の建物 ・農地 の課税 評価 額が本格 的 に掲 載 される ようにな った

1880年 の 『徴税台 帳』のデー タを用 いて,「 外 地」(utjord),ト ルプ(tore:小 作地),お よび小屋

住み(backstugisittare)層 が住 む 「丘の小屋」(backstt・ga)が村落 内で 占め る耕地面積 比 を推 定 し

(表3),そ の分 を村落全体 の耕地面積か ら除 く計算 を行 った⑨。そのうえで,各 農場のマ ンター

ルの数値比 に基づいて農場 の推定耕地面積 を割 り振 ることによ り,各 農場 の耕 地面積 を算 出 し

た。例 えばアーラルプ村 の場合,1874年 に1/6マ ンタール農場(課 税評価額は4200kr:小 農場)と

1/12マ ンタール農場(課 税評価額は2100kr:零 細農場)が 存在 した ことか ら,村 落 内の農場 面積:

15.5ヘ ク ター ル を2:1の 比 で分 け,そ れ ぞ れ10.3ヘ ク ター ル と5.2ヘ ク ター ル と推 定 し

た(10)。

こうしたマ ンタール比か ら推 定する方法 には,19世 紀後半 には村落 内の各農場 のマ ンター ル

比 と耕地面積比 は必ず しも対応 してお らず,推 定値が実態 と乖離する可能性があることか ら,問

題が ない とはいえない。表4は,フ ェー ダ教区内で1860年 か ら70年 の間に実施 された法定農地

分合が実施 された4村 落での史料上 の耕地面積 とマ ンタール比 に基づ く推定面積 を示 したもので

あるが,ヘ ッス レバ リ村の場合(表4:①),マ ンタール比で推定 し推定耕地面積 は,中 農場 では

過小評価 となるのに対 して,小 農場 では実際 よ りも大 きな耕地面積 となっている。 また,イ ンゲ

ブ村の事例(表4:②)で は,大 農場 の耕地面積 が実際 よりも過大評価であるのに対 して,中 ・小

農場 は過小 に耕地面積が算出 されている。 この ように,実 際の耕地面積 と推定値 との問に差異が

生 じる可能性がないとはいえが,そ の一方で1870年 に同時 に実施 された フェーデ ヴィッ ド村 と

カールス トプ村 での事例(表4:③ ～④)で は,推 定の値 と実際の耕地面積 の間に大 きな差異が な

表37村 落における農場とマンタール設定のない建物の戸数(1875年),お よび

村落全体の課税評価額における農場以外の建物の占める割合(1880年)

村落名 mantal 農 場(gard)
「外 地 」

(utjord)

トル プ

(tom)

「丘 の 小 屋 」

(backstuga)

農場以外の建物の
課税評価額の割合

ア ー ラ ル プ 1/4 2 0 2 a 1.96%

デ ー メ ス トル プ 1 2 0 2 a 3.11

リ ッ ラ ・ゴ ー ラ 1/2 4 0 2 2 2.0$%

オ ー ル ン ダ 5/2 6 2 13 3 9.7$%

シ ー クテ ブ 1 8 1 2 4 0%

ス コ ー レ ブ 1/2 3 0 1 3 1.87%

トルベルガ 5/2 3 1 6 4 16.83%

注1)農 場 の 数 は,経 営 単 位 で の戸 数 で あ る。 一 部 の村 落 で の 戸 数 と異 な る。

注1)農 場 以 外 は,全 て マ ン ター ル 設 定 の ない 建 物 で あ る 。

資料:Mantal-ochtaxeringslangder1875-1880,VaLA.



フェーダ教区における農民農場の耕地面積

図4フ ェーダ教区の土地利用表(1874年)

1775～1874年 55

.$ke蹴 轟

の無 』"
漏 嚢

㈱ 繊,

霊

1

姦
勇

善

榊
曇

叢

柵

蓋

蓋

獅

曇

凱輩

毒

鱒

裏

蓬

晶

エ

ま

竃

三

欄

1

糟

」
軍

皇
夢

蓋

み

じ

㎜

ー

ユ

ー

讐

㎜

刷

『

1

鋤舜鞭.

葱

ヨ【麟鱗 瓢 匙 聾鐸"ol睦

翼難鴨麟 鵬 繍麟 麟i

盤i
蜘li

鱒

㎞

螂

美

醐

榊

蹴

㎜

酬

脚

燃

…

㎜

儲

冊

鷹

廓

繍

備

鼎

8 4

垂 一

豊

毒

五窄

圏讐

皇
写

毎

-

熟

曇

垂

邑

髪

罎馨

壷

堅

t竃

㈱

輩
ー

壱
,ノ

=

二

蕃

毒

=

s

噸λ

鷺

冊

門

欄

細

㎜

紳

幽

工

露

鼎

㎜

ー

ー

∈…

…

尋

}

㎜

滞

榊

滞

冊

㎜

…

欄

欄

珊

}
2
構
'垂

鰍

㎜

三

養

}

簸

㎜

縮

伽

酬

欄

-
ρ
量

3

禽薮

1

琴

に

1-1

一 一..一 冨馳一ド巾一 ヒ ーゴ 、㌦即"r-L-■ ■L止■■■L■■L●一__丁

簸 篇 苞 替of}:樽 驚 噂r奮
ム磁 頴f撫薪

卸 職 晦恥慨騨
叢 欝Qマi醒a

'...."騨 吃 吃1甲り.騨 軸 り"甲.甲.駄.り㌧..丁
㌧

E鮮 賊鞭β
融言鋤駆 磯le 諏踏

弼識壷
鯉 ロ面

辮.鱒 纏舳
騰麟 疇軸鐙

麓 犠訟 諺 瓢 徽
麗翻 雛 魏趣・

諭 織騨.き 繭騰
総纏 鰍 。

.一.i

輯瞼齢
肋輔鵡一

壼1・1愚
i`.

8}塾 ・ 鎮1yい3

護

鵡鱒_… ……一 ・…一_… 一_.・一 一._ 一 磐 島 唱 酬 三齢 撒 蜘

餓 囎 縞.___…..〉-zbs=嚇 　._._,。 。____
'
,1

i
i1關
}

1 翻

}.
鵬 緯 艶

{

灘鱒 伽 伽 奪ヨ鞭 酬 醸 鵬 蝿嗣掘 。____. 欄

}

㈱ ㎜ 闇 雑 …

1

榊 繍
ず

灘 鞭轍 鯉 鉢_一_.,____._,____戸
一 ㎝ 励 ㎜ _. 燃 畢

鱒 馨繍 凱 匡____・_____..____一

灘麟 難馬 輔 瑚麟 紬 欄 奪_。_____、"、_

一

噌

E

糞

奮

壷

脚

垂 一,

嚇 …

蟻i

糊 睾-冒

_i?7
藍

歎酵撒,鞘 蝿_一 一 い.・・___・_一.__・
垂

糊 裏 1 " 鍵} 難i_ E
騨 撚 麟 拶鞠 換 紬麟 藤___.__.__。 。_.

恥 顎 聾麟 榔麟 戯_耐__.一 一_____..,7 }・
烹 窃 零 BiQi 織 夏

'
s

…

偽 職 噸 蠣一 一 一 一一 一 轡一 一
[一

榊 ㌍ 燗 贈 ㎝ 一

蜘 一 一 一 一 一一一一 一 一1

灘撮燃麟鋤瀬幅 鷹纏鰹蕪鵬 繍 塾雪慈繍 嘱__

ち
剛

㎜

㎜

欄

8

醐

㎝

㎜

鵬i

_;

総

」㎜

一 捷

1 _i
:

魏 縮 黙_____.____.,._一._____。.幽 凶 ㎜ 1 欄 鱒' 1 総 i

"麟 ㎞蔵㎏__.__。_.。____.____く 糊 塁 1 榊 韓' 畑 一

撫 ③劔 恥 蜘 鷹___.______。___? 悩 燃 一 欄 蝉 ・ 鰍 一

㌦

蘇繍 鱒____。.._._____._.____. 糟 諺 霞
畳

　 鱗i 榊 鰍
,

醜 晦 。._____、______.__　 ,_

獅勘 韓 顯 戯 。____。.、..__.__.__ ト 藁
ヨ

藁i

婁

㎜ 輔 黙

歪

一

{

i

麟 繰 購 凱"_一 … ・一_…___…____毒
、

仲悼 4
i81 騨 玉鍵 醤 …

'

勲郵,3繊 馬 欄熱 ㍊__.______、,__ 粟
β 警

憂 一 玉繍 ㈱ 謝
撫 糠 嚇 鱒麟 蝶___。_.__、___

簸織 琴臓 嬉総...__.　 ____　 。_.__ ト 7 嚢 養
棄

蠣 漁 一

糠翻騨 病 瑚 磁____。__、___,____

叢輔鋤 魏耀.___.______。____

㎜

』詫

榊

島

珊

猛

1_

ト
瞑

66'3

蹴

憩

"

1弼2

魎 鰯 硲鹸 瓢織___。______._____ 欄 伽 覇 一 穐 ㎎ 繍

纐 甦細______,.__,___.___、 一 い 61_ 蹴 無 贈

撫 購___。_.,._____.、.,_____〒 喘 $細
}

㎝ 」冊 赫 ㎜ 31旨

撫 農繍 軸舘四韻 鱗繍 繍繍鋭.._.________ 一L9 馨 慧1
㎜

、

1盤 ㈱ 華
些i

蟄

欝 醸鱒 繍,1・戯 為職.,。_____,____
隔

…
勲纏,縣____.______▼_ ;

灘 馬 。___。__。.__,___。__。,

鞠 象 麟 麟____.______.._即

護

塗 17 18襲

嚢
亀麟 ・ 騰

き

漁

当
1):n,撒 蝿 麟___..__.____._『

勲粘 麟__._、_.______

鞭 繍 饗㈱ 髄 勧,醐 醜__._。____。_" } … _1

妻…

崔

榊1

垂
§

一

f‡ 睾

・
粕L'

ミ

欝kh膿 熱_._._.._____._..___.. 1 岱 豊1 i器 嚴7 憩 1461

漁 醐 瞬____　 ,。_____._,.____.。_

簸 恥 畷 購 麟 　__。 、______.___

3蜘 雛 ㎎,臓 彗榊 鰍__.一._____ウ

い
齢

嶺

t

12

蓋

i、
話

レ
琢辮-

謬

脚

　 1

i騒 懸

彗 冊冊.

0

注)「 耕 地 お よび 黎 で 耕 さ れ て い る そ の 他 の 土 地 」(Akerochannanjordunderplog)に 各 村 の 耕 地 面 積 が 記 載 され て い る。 単

位 はref2(約0.088ヘ ク タ ー ル)。

資料BeskrifningtillkartanofverHanekindsharad,Stockholm1879,s.22.
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表41860～70年 に土地整理を実施 した4村 落における農場

規模別の耕地面積 とマンタール比に基づ く耕地面積

① ヘ ッスレバ リ(Hassleberg)村:1/2manta1:1863年

対象農場の

マ ンタール

農場規模の

分類

実 際 の耕 地 面積

単位:ヘ クタール

manta1比 に よ る

推 定 耕 地 面 積

単 位:ヘ ク タ ー ル

11/48 中農場 19.61 15.21

22/260 小農場 5.91 9.14

2/15 小農場 7.70
..

② イ ンゲ ブ(Ingebo)村:1/2mantal:1865年

対象農場の
マンタール

農場規模の
分類

実際 の耕 地 面 積

単位:ヘ クタール

manta1比 に よ る

推 定 耕 地 面 積

単 位:ヘ ク タ ー ル

1/4 大農場 17.66 21.31

1/8 中農場 14.84 10.66

1/16 小農場 6.19 5.33

1/16 小農場 3.93 5.33

③ フ ェ ー デ ヴ ィ ド(Skedevid)村:1/4mantal:ユ870年

対象農場の

マ ンタール

農場規模の

分類

実 際 の耕 地 面 積

単位:ヘ クタール

mantal比 に よ る

推 定 耕 地 面 積

単 位:ヘ ク ター ル

13/60 小農場 7.21 7.07

1/30 零細農場 i:・ 1.01

④ カ ー ル ス トル プ(Karstorp)村:1/4mantal:1870年

対象農場の
マ ンタール

農場規模の
分類

実 際 の耕 地 面積

単位:ヘ クタール

mantal比 に よ る

推 定 耕 地 面 積

単 位:ヘ ク ター ル

13/60 小農場 5.16 1:

1/30 零細農場 0.64 0.73

資 料:Skedaakter128,130,134,135,0g.LMK;Mantal-ochtaxeringslangder1861-1870,VaL八;Beskrifningtillkaytanofver

Hanekindshayad,Stockholm1879,s.22-29.

いこと,ま た,本 稿では7村 落の農場 の平均耕地面積 を分析 していること,以 上の2つ の理由か

ら,マ ンタール比 に基づいて推定 した耕地面積 を利用 して も大過 はないと考 える。

なお,本 稿で は農民農場 を考察対象 としていることか ら,農 民層以外の貴族や市民層が所有す

る農場 については考察の対象外 とした。

皿.農 場別の平均耕地面積

す でに別稿 で述べ た ように,18～19世 紀 のス ウェーデ ン農村社会の全般 的な傾 向 と同様 に,

フェーダ教 区において も,採 草 地の耕地への転換や森林の開墾 に より,19世 紀 を通 じて耕地が

拡大 した(11)。特に,教 区南部に広がる中間地帯(平 野部と森林地帯の中問に位置する地帯)の 原初的
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な形態の村落における耕地面積 の増加が顕著であった。 このような中間地帯の村落では,周 辺部

分 の開墾地に新 たな小 ・零糸膿 場が設立 されることによって農場分割(hemmansklyvning)が 進行

したのに対 して,18世 紀半ば までに開放耕地制が定着 し,そ の後 の土地整理 によって景観が大

きく変容 した平野部 の村 落では,19世 紀 を通 じて中 ・大農場 によって小 ・零細農場 が統合 され

る傾向がみ られた(12)。

フェー ダ教 区の経済 につ いて,1855年 に刊行 された 『リンシェー ピング県 に関す る記 述』で

は,「 主 な生計 は耕種農業(akerbruk)で あるが,採 草地農業(angsbruk)と 畜産 を伴 うこ ともあ

る。 さらに,わ ず かに林業(skogsbruk)も 行 われてい る」 と書か れてい る。 また,「 教 区北 部の

平野部では森林がほ とん どないのに対 して,教 区の南部 には私有地用に森林 が十分にある」 と記

載 されていることか ら,教 区全体では耕種農業が主に営 まれていたが,平 野部 に比べて森林が豊

富 な中間地帯で は,畜 産や林業 も補助 的に行 われていた と考 えられる(13)。

表5フ ェーダ教区の7村 落における農場規模別の耕地面積

単位:ヘ クタール。括弧内の調査数値は対象となった農場数。

ユ8世紀後半 19世 紀前半 1874年

大農場 11.1(7) 15.2(4) 32.9(5)

中農場 s.7(4> 10.7(s) 16.9{6)

小農場 3.7(9) 4.4(9) 6.3(7)

零細農場 1.6(5) 1.9(12) 2.1(10)

注1)18世 紀 後 半 と は,大 農 地分 合 実 施 時 を さす 。

注2)19世 紀 前 半 と は,一 筆 農 地分 合 な い し は法 定 農 地 分 合 実 施 時 を さす 。

資 料:Skifteshandlingarochkartor,Skeda,Og.LMK;B8sん 吻 伽g媚 肋 嬬伽 伽 θ7

Hanekindshiirad,Stockholm1879,s.22-29.

以上の点 をふ まえた うえで,表5に 示 された平均耕地面積 の変遷 について検討 してみ よう。ま

ず,大 農場 について。18世 紀末 の段階では1ユ.1ヘ クター ルであったが,19世 紀前半 には15.2

ヘクタールに達 していた。 これは,主 に開墾 を通 じた耕地の拡大 によるものである とみて間違 い

ないで あろ う。一方,1874年 まで に平均耕地面積 は30ヘ クタールを超 えていた と推定 され る

が,こ れは開墾 に加 えて,平 野部を中心 に農場統合が進展 したことによるものであると考 えられ

る。例 えば,デ ーメス トルプ村では,1829年 の段 階で大農場 は5/8マ ンタールで12.6ヘ クター

ルであ ったが,1874年 には中小規模 の地主大農場(gods)に 匹敵す る7/8マ ンター ル農場 とな

り,耕 地 も45ヘ クタールに拡大 した と推定 される。 、

次 に中農場 につ いて。 この区分 の農場 で は,18世 紀 末 には8.6ヘ ク ター ルの耕 地 であ った

が,そ の後の開墾の進行 により,19世 紀前半 には平均で10ヘ クタールを超 え,18世 紀末の段階

での大農場の経営規模 にほぼ達 していた。 さ らに19世 紀半 ばには開墾 と農場統合 を通 じて耕地

面積 は増加 し,平 均 で16.9ヘ ク タールまで拡大 した。 このため,大 農場 との耕地面積 での差 は

拡大 した ものの,19世 紀 には安定 した耕種農業の経営が可能 な農場規模であったといえよう。

これに対 して,小 農場は18世 紀後半の段階では3.7ヘ クタール,ま た19世 紀前半 で も4.4へ
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クタールであったことか ら,穀 物の余剰生産 は容易ではな く,主 に 自家消費分の生産であった と

み られる。 このため,こ の規模 の農場では,中 間地帯 を中心 に森林や草地を利用 した畜産 も補助

的 に行 うことが生活のために不可欠であった と考 えられる。ただ し,1874年 には,平 均耕地面

積は6.3ヘ クタールとなっていることか ら,余 剰生産は依然 として容易ではない ものの,自 家消

費分 については安定的 に生産が可能 となる程度の耕地面積 は確保 された とみて大過 はない と思わ

れ る。

最後 に零細農場 について。 この規模の農場で は,18世 紀末か ら19世 紀前半 にかけては2ヘ ク

タール未満 であ り,か つ1874年 において も大 きな改善 はみ られず,平 均耕 地面積 は2.ユ ヘ ク

タールにとどまっていた。 このため,耕 種農業のみで生計 を立てることは不可能な規模であ った

とい えよう。 この ように零細 農場 には,19世 紀 を通 じて農場経営だけでは生活す ることはで き

る規模 の耕地 はな く,し たが って零細農 は,農 村 下層民 と同様に何 らかの賃労働や手工業 に従事

す る必要があった と考 えられ る。

】.V.小 括

以上 の平均耕地面積 の変遷 に関する考察か ら,4区 分の農場経営 につ いて次の ように整理で き

よう。 まず,大 ・中農場 は市場向 けの余剰生産が可能な規模であ り,特 に大農場 は19世 紀後 半

には中小規模の地主大農場 に匹敵す るほ どの経営規模 となっていた。 これに対 して,小 農場 は,

自家消費分 を生産す るは可能 なものの,余 剰生産 を市場で販売す るほ どの生産規模 は有 していな

か った と考 え られる。 さらに零細 農場 の場合 は,耕 種農業のみで は生計 を維持す る ことは難 し

く,農 業以外の労働や賃労働 に従事することが不可欠であった。

この ように,大 農場 か ら零細 農場 の間に経営規模 の相 当な格差 がみ られ るこ とか ら,そ の所

有 ・耕作者である農民層 について も,社 会経済的に一括 して論 じられる ものではないことがわか

る。.こうした農民層 内の格差 をふまえて,フ ェー ダ教区における世帯規模や社会的流動性,相 続

などの問題 を考察す るのが今後の課題 となる。
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1820～1890年 一」『(神奈川大学)商 経論叢』第39巻 第3号(2004年),37-54頁 。
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と訳すことにする)が 存在 した。この特別税は,1809年 までは人頭税や同一職業従事者 に一律に課税す
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